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全
国
開
拓
農
業
協
同
組
合

連
合
会
（
全
開
連
）
は
１０
月

３０
日
、
東
京
で
第
７６
回
通
常

総
会
を
開
催
す
る
。
総
会
に

先
立
ち
、
１０
月
３
日
に
本
所

会
議
室
で
北
海
道
・
東
北
・

関
東
・
中
部
関
西
地
区
の
、

４
日
に
は
熊
本
県
人
吉
市
で

九
州
地
区
の
「
事
業
概
況
説

明
会
」
を
開
催
。
総
会
提
出

議
案
が
会
員
に
説
明
さ
れ
、

意
見
聴
取
が
行
わ
れ
た
。

第
１
号
議
案
＝
第
７６
年
度

（
２３
年
８
月
１
日
〜
２４
年
７

月
３１
日
）
事
業
報
告
、
貸
借

対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
注

記
表
、
損
失
金
処
理
（
案
）

及
び
附
属
明
細
書
承
認
に
つ

い
て
、
第
２
号
議
案
＝
第
７７

年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い

て
、
な
ど
６
議
案
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
っ
た
。

第
２
号
議
案
で
示
さ
れ
る

第
７７
年
度
事
業
計
画
（
案
）

で
は
、
開
拓
組
織
の
「
顔
の

見
え
る
畜
産
専
門
連
」
と
し

て
の
優
位
性
を
最
大
限
に
発

揮
し
た
生
産
・
販
売
事
業
を

展
開
す
る
、
と
し
て
次
の
よ

う
な
基
本
方
針
を
示
し
た
。

【
基
本
方
針
】

⑴
会
員
と
一
体
と
な
っ
た

専
門
農
協
と
し
て
の
強
固
な

組
織
づ
く
り

⑵
生
産
性
向
上
の
た
め
の

目
標
に
沿
っ
た
経
営
・
技
術

指
導
の
実
施

⑶
低
廉
・
良
質
な
生
産
資

材
の
開
発
と
供
給

⑷
部
分
肉
の
国
内
外
で
の

有
利
販
売
体
制
の
強
化

⑸
業
務
の
効
率
化
に
よ
る

経
営
体
質
の
改
善

⑹
会
員
と
の
事
務
処
理
の

共
通
化
に
よ
る
事
務
効
率
化

今
年
の
通
常
国
会
で
成
立

し
た
「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

活
用
促
進
法
」
が
１０
月
１
日

に
施
行
さ
れ
、
同
日
か
ら
金

融
・
税
制
等
の
特
例
措
置
を

受
け
る
た
め
に
必
要
と
な

る
、
計
画
認
定
の
申
請
受
付

が
開
始
さ
れ
た
。

本
法
は
、
農
業
の
生
産
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、「
生
産

方
式
革
新
実
施
計
画
」と「
開

発
供
給
実
施
計
画
」
の
２
つ

の
認
定
制
度
を
設
け
る
も
の

で
あ
り
、
認
定
を
受
け
た
農

業
者
や
事
業
者
は
、
金
融
・

税
制
等
の
特
例
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る（
上
図
）。

２
つ
の
認
定
制
度
の
う

ち
、
農
業
者
な
ど
が
申
請
す

る
「
生
産
方
式
革
新
実
施
計

画
」
に
つ
い
て
、
メ
リ
ッ
ト

や
認
定
要
件
を
紹
介
す
る
。

「
生
産
方
式
革
新
実
施
計

画
」
と
は
、
ス
マ
ー
ト
農
業

技
術
の
活
用
と
セ
ッ
ト
で
、

新
た
な
生
産
方
式
を
導
入
し

て
農
業
の
生
産
性
を
向
上
さ

せ
る
計
画
の
こ
と
。例
え
ば
、

①
直
播
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
＋

直
播
適
性
の
高
い
品
種
の
導

入
、
②
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
活

用
＋
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
式
畜

舎
の
導
入
な
ど
。

【
メ
リ
ッ
ト
】

・
日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら

長
期
低
利
の
融
資
が
受
け
ら

れ
る
。
償
還
期
限
を
２５
年
以

内
と
す
る
等
、
大
規
模
融
資

に
も
対
応
。
据
え
置
き
期
間

を
５
年
以
内
と
し
、
事
業
者

の
初
期
償
還
負
担
を
軽
減
。

貸
付
金
の
使
途
に
長
期
運
転

資
金
も
設
定
。

・
設
備
投
資
の
際
、
税
制
上

の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ

る
。
機
械
の
取
得
等
を
し
た

場
合
に
、特
別
償
却
を
適
用
。

ま
た
、特
別
償
却
に
よ
り
、導

入
当
初
の
税
負
担
が
軽
減
。

・
そ
の
他
、
ド
ロ
ー
ン
な
ど

特
定
飛
行
時
の
航
空
法
の
特

例
な
ど
、
行
政
手
続
き
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
化
。

【
主
な
認
定
要
件
】

・
規
模
の
要
件（
相
当
規
模
）

は
、
本
事
業
活
動
で
取
り
組

む
品
目
に
お
け
る
、
申
請
者

の
作
付
面
積
等
の
お
お
む
ね

過
半
で
取
り
組
む
こ
と
。

・
計
画
の
目
標（
相
当
程
度
）

は
、
計
画
全
体
で
農
業
の
労

働
生
産
性
を
５
％
以
上
向
上

さ
せ
る
こ
と
。
事
業
実
施
前

と
比
較
し
、
所
得
が
維
持
ま

た
は
プ
ラ
ス
と
な
る
こ
と
。

・
実
施
期
間
は
、
原
則
５
年

以
内
（
果
樹
等
の
植
栽
ま
た

は
育
成
を
伴
う
場
合
等
は
１０

年
以
内
で
設
定
可
能
）
。

自
民
党
の
石
破
茂
総
裁

が
、
１０
月
１
日
召
集
の
臨
時

国
会
で
首
相
に
選
出
さ
れ
、

同
日
、
石
破
内
閣
が
発
足
し

た
。
農
水
大
臣
に
は
、
小
里

泰
弘
氏
（
６６
歳
、
自
民
党
、

衆
院
・
比
例
（
九
州
）
当
選

６
回
）
を
起
用
し
た
。

小
里
氏
は
慶
応
大
学
法
学

部
を
卒
業
後
、
証
券
会
社
に

７
年
務
め
た
。
そ
の
後
、
父

で
あ
る
小
里
貞
利
議
員
の
秘

書
と
し
て
、
労
働
大
臣
秘
書

官
、
震
災
対
策
特
命
大
臣
秘

書
官
、
総
務
庁
長
官
秘
書
官

な
ど
を
務
め
た
後
、
０５
年
の

衆
院
選
鹿
児
島
４
区
で
初
当

選
す
る
。

当
選
後
は
、
農
水
大
臣
政

務
官
、
環
境
兼
内
閣
府
副
大

臣
、
衆
院
農
水
委
員
長
、
農

水
副
大
臣
を
歴
任
し
た
。

会
見
で
小
里
農
相
は
「
農

林
水
産
分
野
を
最
大
の
柱
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
本

望
の
職
務
で
す
」と
述
べ
た
。

し
か
し
、
衆
院
は
９
日
の

本
会
議
で
解
散
さ
れ
、
選
挙

戦
に
入
っ
た
。

内
閣
発
足
後
間
も
な
い
解

散
で
、
各
党
の
農
業
政
策
が

見
え
て
こ
な
い
。
各
候
補
者

の
主
張
を
よ
く
聞
い
て
投
票

す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の

農
業
に
も
重
要
と
な
る
。
投

開
票
は
２７
日
。

島
根
県
大
田
市
に
あ
る
三

瓶
山
は
、
中
国
地
方
で
は
２

つ
あ
る
活
火
山
の
う
ち
の
１

つ
で
、
大
山
隠
岐
国
立
公
園

に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
出
雲

国
風
土
記
に
国
引
き
神
話
と

し
て
登
場
す
る
山
だ
。
周
辺

に
は
三
瓶
温
泉
や
草
原
地
帯

な
ど
多
く
の
自
然
が
あ
り
、

１
年
を
通
し
て
様
々
な
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
楽
し
め
る
。

陸
軍
の
演
習
跡
地
に
、
４６

年
か
ら
入
植
が
始
ま
り
、
現

在
は
三
瓶
開
拓
酪
農
農
協
が

地
域
の
開
拓
者
の
要
と
な
っ

て
い
る
。
写
真
は
、
三
瓶
山

西
麓
の
牧
草
地
か
ら
の
風
景

（
９
月
１７
日
撮
影
）
。

地
域
に
は
牧
草
地
が
広
が

っ
て
お
り
、
同
農
協
の
酪
農

家
が
、
牧
草
の
自
給
と
、
景

観
維
持
に
努
め
て
い
る
。

（農水省資料より）

最新技術と生産方式をセットで申請最新技術と生産方式をセットで申請

農
水
大
臣
に
小
里
氏
起
用

石
破
内
閣
発
足
後
に
衆
院
解
散

スマート農業技術活用促進法が施行

日本神話に登場する三瓶山 島根県・三瓶開拓

顔
の
見
え
る
畜
産
専
門
連
と
し
て

全
開
連
２４
年
度
事
業
計
画
案

・「食料・農業 知っておきたい話」―１３８―（２面）
・酪肉近 見直しへ広く意見募集 （３面）
・一世からの開拓地を後世に
―兵庫県三田市・旭開拓入植記念の会 （４面）
・農場拝見 桃太郎農園（島根） （５面）
・乳牛 趾皮膚炎、趾間皮膚炎対策
―サリチル酸ワセリンが効果 （６面）
・甘草給与で増体効果や免疫力向上 （７面）
・畜産物需給見通し （８面）

東京会場で挨拶する新津会長
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消
費
者
に
は
�
危
機
�

が
実
感
で
き
な
い
が
、
酪
農

の
現
場
は
ど
の
よ
う
な
状
況

か
？

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
牛

乳
需
要
の
低
下
の
一
方
で
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
、
異
常
気

象
の
頻
発
、
中
国
に
「
買
い

負
け
」
る
、
な
ど
で
輸
入
に

頼
る
餌
穀
物
価
格
が
高
騰

し
、
消
費
減
少
と
コ
ス
ト
高

の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
に
襲
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
円
安
が

拍
車
を
か
け
て
長
期
化
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
酪
農

家
戸
数
が
減
っ
て
も
残
っ
た

酪
農
家
が
規
模
拡
大
し
て
、

全
体
の
飼
育
頭
数
は
増
え
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
、
減
少

に
転
じ
ま
し
た
。

２２
年
の
農
水
省
の
統
計
で

も
、
酪
農
経
営
の
平
均
所
得

は
マ
イ
ナ
ス
５０
万
円
、
特
に

規
模
拡
大
し
て
酪
農
界
を
リ

ー
ド
し
て
き
た
２
０
０
頭
以

上
の
大
規
模
層
は
、
頭
数
平

均
が
３
３
０
頭
で
す
が
、
平

均
で
２
１
０
０
万
円
の
赤
字

に
陥
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

で
す
と
、
子
ど
も
達
に
牛
乳

が
十
分
に
飲
ま
せ
ら
れ
な
く

な
る
恐
れ
さ
え
あ
る
と
思
い

ま
す
。

日
本
の
酪
農
の
発
展
に
は

特
質
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
な
ど
か
ら
の
大
量
の
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
を
安
く
輸
入
す
る

こ
と
で
、
輸
入
飼
料
を
前
提

に
し
て
牛
の
頭
数
を
拡
大
し

て
発
展
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
回
の
よ
う
な
世
界
的

な
穀
物
価
格
の
高
騰
が
起
こ

る
と
、
経
営
難
に
陥
る
と
い

う
宿
命
を
負
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

Ｑ

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ

ア
と
は
？
日
本
で
の
浸
透
具

合
は
？

ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

と
は
、
家
畜
を
劣
悪
な
環
境

で
酷
使
せ
ず
に
、
で
き
る
だ

け
快
適
な
環
境
で
生
活
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

牛
で
は
、
草
原
が
あ
り
、
ふ

か
ふ
か
の
寝
床
、
自
由
に
動

け
て
、
食
べ
て
、
寝
ら
れ
る
、

と
い
う
理
想
に
近
づ
け
る
こ

と
で
す
。
目
先
の
効
率
性
だ

け
で
、
牛
を
搾
れ
る
だ
け
搾

っ
て
病
気
に
な
っ
て
早
く
死

ん
で
し
ま
う
の
は
牛
に
も
不

幸
だ
し
、
牛
が
健
康
で
長
生

き
で
き
る
よ
う
に
大
事
に
し

た
方
が
、
牛
が
最
大
限
の
力

を
発
揮
し
て
く
れ
て
、
経
営

と
し
て
も
生
産
性
、
持
続
性

が
上
が
る
の
で
す
。

日
本
は
土
地
が
狭
い
中

で
、
輸
入
の
餌
に
頼
っ
て
、

乳
牛
頭
数
を
増
や
し
て
き
ま

し
た
か
ら
、
ど
う
し
て
も
１

頭
当
た
り
の
土
地
や
ス
ペ
ー

ス
、
牧
草
地
が
狭
く
な
り
が

ち
で
、
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ

ェ
ア
を
進
め
に
く
い
の
が
現

実
か
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

コ
メ
利
用
は
可
能
か
？

北
海
道
は
牧
草
地
の
草
が

ま
だ
ま
だ
活
用
で
き
ま
す

が
、
都
府
県
は
難
し
い
。
し

か
し
、
コ
メ
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
生
産
力
の
あ
る
コ
メ

を
で
き
る
だ
け
餌
に
活
用
す

る
工
夫
が
大
切
で
す
。

千
葉
の
高
秀
牧
場
さ
ん
の

数
値
を
確
認
す
る
と（
図
）、

こ
の
よ
う
に
コ
メ
由
来
の
餌

の
割
合
を
３５
％
ま
で
増
や
し

て
輸
入
飼
料
へ
の
依
存
を
１

割
ま
で
少
な
く
す
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
ま
す
か
ら
、
や

れ
ば
で
き
る
は
ず
で
す
。

Ｑ

消
費
者
か
ら
酪
農
家
の

現
状
が
わ
か
り
づ
ら
い
の
は

何
故
か
？

生
乳
の
特
質
で
す
。
腐
敗

し
や
す
い
生
乳
は
、
個
々
の

酪
農
家
が
バ
ラ
バ
ラ
で
な

く
、
迅
速
に
ま
と
め
て
メ
ー

カ
ー
に
届
け
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
を
行
う
生
産
者

組
織
と
し
て
指
定
団
体
が
あ

り
ま
す
。
酪
農
家
の
牛
乳
の

価
格
形
成
に
も
役
立
っ
て
い

ま
す
が
、
個
々
の
酪
農
家
さ

ん
の
顔
、
個
性
、
創
意
工
夫

が
見
え
に
く
く
な
る
、
と
い

う
側
面
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
の
規
制
緩

和
で
、
酪
農
家
の
段
階
で
、

ジ
ェ
ラ
ー
ト
、
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
、
チ
ー
ズ
工
房
な
ど
を

つ
く
り
や
す
く
な
り
ま
し

た
。
個
々
の
酪
農
家
で
チ
ー

ズ
工
房
を
つ
く
る
と
設
備
が

か
か
る
と
い
う
こ
と
で
、
釧

路
の
近
く
の
鶴
居
村
や
白
糠

町
で
も
、
何
軒
も
の
酪
農
家

が
共
同
で
チ
ー
ズ
工
房
を
つ

く
り
、
地
元
の
チ
ー
ズ
で
地

域
循
環
を
広
げ
て
い
る
成
功

例
も
あ
り
ま
す
ね
。

Ｑ

放
牧
の
課
題
は
？

ま
ず
、
牛
の
頭
数
を
増
や

せ
な
い
か
ら
総
所
得
が
少
な

い
の
が
欠
点
と
言
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
そ
う
で

は
な
い
。
こ
の
デ
ー
タ
で
も

わ
か
る
よ
う
に
（
表
）
、
釧

路
周
辺
の
放
牧
型
酪
農
と
地

域
の
平
均
を
比
較
す
る
と
、

確
か
に
頭
数
は
半
分
で
す

が
、
購
入
の
餌
代
が
少
な
い

（
５
０
０
万
円
対
２
８
０
０

万
円
）
の
で
、
資
金
返
済
後

所
得
は
、
１
８
０
０
万
円
で

ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
餌
代
が
１０

％
上
が
っ
た
だ
け
で
、
放
牧

型
の
方
が
所
得
が
高
く
な
り

ま
す
。

足
寄
町
で
も
放
牧
型
酪
農

が
、
酪
農
以
外
も
含
め
た
全

経
営
体
の
中
で
一
番
所
得
が

大
き
い
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

り
、
新
規
参
入
者
が
順
番
待

ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
だ
、
頭
数
が
増
や
し
づ

ら
い
の
で
、
こ
う
い
う
タ
イ

プ
の
酪
農
ば
か
り
だ
と
、
国

民
に
供
給
で
き
る
生
乳
の
量

が
足
り
な
く
な
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
大
規
模
に
大
量
生

産
で
き
る
酪
農
家
も
い
て
く

れ
て
、
両
方
が
バ
ラ
ン
ス
よ

く
持
続
し
て
く
れ
る
こ
と
が

必
要
か
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

今
後
、
生
産
者
と
消
費

者
の
距
離
を
縮
め
て
い
く
に

は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ

い
か
？

地
域
で
生
産
さ
れ
た
も
の

を
そ
の
地
域
で
消
費
す
る
、

地
域
循
環
型
の
食
料
自
給

圏
、
ロ
ー
カ
ル
自
給
圏
を
築

い
て
い
こ
う
、
と
よ
く
話
す

の
で
す
が
、
野
菜
や
コ
メ
な

ど
の
農
産
物
に
比
べ
て
、
広

域
流
通
が
基
本
で
、
地
場
で

消
費
し
に
く
い
酪
農
は
ロ
ー

カ
ル
自
給
圏
が
イ
メ
ー
ジ
し

づ
ら
か
っ
た
。

し
か
し
、伊
勢
原
市
の「
地

ミ
ル
ク
」
な
ど
の
取
り
組
み

が
実
現
で
き
て
い
る
の
を
知

り
ま
し
て
、
新
た
な
る
世
界

が
広
げ
ら
れ
る
な
と
意
を
強

く
し
ま
し
た
。
給
食
で
地
元

の
子
ど
も
た
ち
へ
の
提
供
を

増
や
す
の
も
一
つ
の
カ
ギ
に

な
る
な
と
思
い
ま
す
。
酪
農

も
ロ
ー
カ
ル
自
給
圏
が
強
化

で
き
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

Ｑ

最
後
に
一
言
、
提
言
を

輸
入
依
存
を
減
ら
し
て
、

地
域
資
源
を
循
環
さ
せ
る
要

素
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
を

み
ん
な
が
目
指
し
つ
つ
、
大

規
模
酪
農
、
放
牧
型
酪
農
な

ど
、
多
様
な
経
営
が
持
続
で

き
る
こ
と
、
そ
し
て
、
牛
乳

の
広
域
流
通
と
ロ
ー
カ
ル
自

給
圏
が
う
ま
く
組
み
合
わ
さ

る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。

Ｊ
ミ
ル
ク
は
９
月
２７
日
、

２４
年
度
の
生
乳
・
牛
乳
乳
製

品
の
需
給
見
通
し
を
公
表
し

た
。
７
月
ま
で
の
生
乳
生
産

量
デ
ー
タ
や
乳
用
牛
飼
養
頭

数
な
ど
に
基
づ
く
、
最
終
予

測
。全

国
の
生
乳
生
産
量
は
、

前
年
比
１
０
０
・
０
％
の
７

３
２
万
３
千
ｔ
と
な
る
見
通

し（
表
）。
前
回
見
通
し（
７

月
３０
日
）
か
ら
６
万
３
千
ｔ

下
方
修
正
さ
れ
た
。

生
乳
生
産
量
が
下
方
修
正

さ
れ
た
要
因
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
で
昨
年
夏
の
酷
暑
の

影
響
で
受
胎
時
期
が
遅
れ
、

今
年
５
月
の
分
娩
頭
数
が
大

き
く
減
少
し
た
こ
と
と
、
全

国
で
７
月
の
平
均
気
温
が
１

８
９
８
年
の
統
計
開
始
以
来

最
も
高
く
な
っ
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。

８
月
以
降
も
地
域
に
よ
っ

て
は
酷
暑
に
見
舞
わ
れ
、
生

乳
生
産
が
減
少
し
た
一
方
、

北
海
道
で
は
昨
年
に
比
べ
る

と
若
干
暑
さ
が
和
ら
ぎ
、
分

娩
頭
数
が
増
加
に
転
じ
た
こ

と
も
あ
り
、
生
産
量
は
回
復

傾
向
で
推
移
し
て
い
る
。

酷
暑
が
常
態
化
す
る
中
、

生
乳
生
産
現
場
で
の
適
切
な

暑
熱
対
策
が
重
要
と
な
る
。

一
方
、牛
乳
等
生
産
量（
Ｊ

ミ
ル
ク
需
給
見
通
し
に
お
い

て
は
、
「
牛
乳
」「
加
工
乳
」

「
成
分
調
整
牛
乳
」
「
乳
飲

料
」
の
４
品
計
を
「
牛
乳
類
」

と
定
義
し
、
こ
れ
に
「
は
っ

酵
乳
」を
加
え
た
も
の
を「
牛

乳
等
」と
し
て
い
る
。
な
お
、

牛
乳
等
の
製
造
量≒

需
要
量

と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
）
の

見
通
し
は
、
牛
乳
類
は
前
年

比
９８
・
３
％
の
４
４
４
万
６

千
㎘
。
は
っ
酵
乳
は
同
１
０

２
・
９
％
の
１
０
１
万
７
千

㎘
と
見
込
ん
だ
。

飲
用
需
要
は
ピ
ー
ク
を
越

え
、
今
後
は
減
少
傾
向
に
向

か
う
一
方
、
１２
月
ま
で
は
緩

和
と
ひ
っ
迫
両
に
ら
み
の
状

況
が
続
き
、
そ
の
後
年
末
に

向
け
て
緩
和
傾
向
に
転
換
し

て
い
く
。

飲
用
需
要
が
価
格
改
定
以

前
の
水
準
ま
で
戻
ら
な
い

中
、
年
末
年
始
や
年
度
末
も

乳
製
品
工
場
が
フ
ル
稼
働
を

求
め
ら
れ
る
事
態
が
想
定
さ

れ
る
。

農
水
省
は
９
月
２７
日
、
２４

年
度
の
バ
タ
ー
及
び
脱
脂
粉

乳
の
輸
入
枠
数
量
の
検
証
結

果
を
公
表
し
た
。

今
年
６
月
に
、
バ
タ
ー
の

輸
入
枠
数
量
を
４
０
０
０
ｔ

増
や
し
、
生
乳
換
算
で
当
初

の
１３
万
７
０
０
０
ｔ
か
ら
５

万
ｔ
増
の
１８
万
７
０
０
０
ｔ

と
し
た
。

今
回
の
検
証
で
は
、
６
月

の
判
断
を
据
え
置
く
こ
と
と

な
っ
た
。

ヨ
ー
グ
ル
ト
の
原
料
と
な

る
脱
脂
粉
乳
の
需
要
は
低
迷

す
る
一
方
、
バ
タ
ー
の
需
要

は
１２
月
最
需
要
期
の
確
保
の

め
ど
が
立
っ
て
き
た
。

他
方
で
、
本
年
度
前
半
の

生
乳
生
産
が
伸
び
悩
ん
だ
こ

と
等
か
ら
、
業
界
及
び
関
係

者
は
本
年
度
後
半
及
び
２５
年

度
の
生
乳
生
産
は
減
少
し
て

い
く
可
能
性
が
あ
る
と
見
て

い
る
。
こ
の
た
め
、
通
常
以

上
に
バ
タ
ー
在
庫
を
積
み
増

す
動
き
が
あ
り
、
出
回
り
量

が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
本
年

度
末
の
バ
タ
ー
在
庫
量
は
２３

年
度
末
を
下
回
る
と
見
通
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
脱
脂
粉
乳
の
需

要
は
依
然
と
し
て
低
迷
し
て

い
る
。
生
産
者
・
処
理
業
者

が
協
調
し
て
取
り
組
む
対
策

の
効
果
な
ど
に
よ
り
、
在
庫

の
積
み
増
し
を
回
避
し
て
い

る
が
、
自
然
体
で
は
単
年
度

の
需
要
量
が
供
給
量
を
下
回

る
状
況
が
続
い
て
い
る
。

脱
脂
粉
乳
と
バ
タ
ー
の
需

要
不
均
衡
の
解
決
に
向
け
、

脱
脂
粉
乳
の
需
要
創
造
・
拡

大
へ
の
対
応
が
不
可
欠
だ
。

表 24年度の生乳生産量見通し（千㌧）
生乳生産量

(8月まで実績) 前年比％
４月 635 101．1
５月 656 101．0
６月 616 99．5
７月 606 98．3
８月 592 100．3
９月 582 101．6
10月 605 101．3
11月 585 101．1
12月 614 100．8
１月 622 100．2
２月 569 95．9
３月 640 99．0

第１四半期 1，907 100．5
第２四半期 1，781 100．0
第３四半期 1，805 101．1
第４四半期 1，831 98．4
年度計 7，323 100．0

表 北海道のマイペース型酪農家とＡ農協の経営比較
マイペース８戸平均 Ａ農協平均

草地面積 60ha 82ha

経 産 牛 頭 数 43頭 87頭

購 入 飼 料 代 500万円 2，780万円

農 業 所 得 1，957万円 2，413万円

資金返済後所得 1，811万円 1，826万円

飼料・肥料代が10％値上がりした場合の所得（試算）
農 業 所 得 1，896万円 2，109万円

資金返済後所得 1，750万円 1，522万円

（１０月１２日Ｅテレ放送）東京大学大学院特任教授 鈴木宣弘氏（１０月１２日Ｅテレ放送）東京大学大学院特任教授 鈴木宣弘氏
全中・ＮＨＫフォーラムのために準備したＱ＆Ａから考える全中・ＮＨＫフォーラムのために準備したＱ＆Ａから考える
酪農における地域循環圏の構築は可能か酪農における地域循環圏の構築は可能か

食料・農業 知っておきたい話 第１３８回食料・農業 知っておきたい話 第１３８回生
乳
生
産
量
は
前
年
度
と
同
じ

Ｊ
ミ
ル
ク
２４
年
度

需
給
見
通
し
飲
用
需
要
は
伸
び
ず

バ
タ
ー
等
の
輸
入
枠
据
え
置
き



2024年（令和6年）10月15日開 拓 情 報（毎月１回１５日発行）第798号（3）

農
水
省
は
９
月
１０
日
、
今

後
１０
年
間
の
畜
産
政
策
の
指

針
と
な
る
「
酪
農
及
び
肉
用

牛
生
産
の
近
代
化
を
図
る
た

め
の
基
本
指
針
」（
酪
肉
近
）

の
見
直
し
に
着
手
し
た
。
２０

年
に
現
行
の
酪
肉
近
を
策
定

し
て
か
ら
情
勢
が
大
き
く
変

化
し
て
お
り
、
資
材
価
格
高

騰
や
、
畜
産
物
の
需
要
低
迷

な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
経

営
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

生
産
農
家
が
、
今
後
も
経
営

継
続
に
意
欲
が
持
て
る
よ
う

な
政
策
方
針
が
必
要
だ
。

酪
肉
近
は
、
酪
農
・
肉
用

牛
生
産
の
発
展
や
、
畜
産
物

の
安
定
供
給
に
向
け
た
施
策

の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
、

お
よ
そ
５
年
ご
と
に
見
直
さ

れ
て
い
る
。
同
省
が
、
食
料

・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会

に
諮
問
し
、
同
審
議
会
の
畜

産
部
会
で
議
論
さ
れ
、
来
年

３
月
下
旬
に
決
ま
る
予
定
。

◎
生
産
目
標
の
再
設
定

現
行
酪
肉
近
の
３０
年
度
の

生
乳
の
生
産
量
目
標
は
７
８

０
万
ｔ
で
、
２３
年
度
の
実
績

は
７
３
２
万
ｔ
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
牛
肉
（
部
分
肉

換
算
）
の
生
産
量
目
標
は
４０

万
ｔ
で
、
同
じ
く
２３
年
度
の

実
績
は
３５
万
ｔ
と
な
っ
て
い

る
（
表
）
。

ど
ち
ら
も
、
目
標
に
は
到

達
し
て
い
な
い
。し
か
し
、こ

の
ま
ま
増
産
を
目
指
す
べ
き

か
と
い
う
こ
と
も
議
論
の
対

象
と
な
る
。
現
行
酪
肉
近
の

後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
な
ど
、
国
内
外
の
状
況

が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。

生
産
原
価
が
高
騰
し
て
、
な

お
か
つ
消
費
者
の
節
約
志
向

な
ど
で
、
需
要
が
落
ち
込
ん

で
い
る
。
こ
の
状
況
で
も
増

産
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、

景
気
回
復
や
輸
出
促
進
な
ど

に
よ
る
新
た
な
需
要
を
喚
起

す
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。

ま
た
、
生
産
原
価
の
引
き

下
げ
も
重
要
と
な
る
。
飼
料

高
に
対
し
て
は
、
国
産
飼
料

の
増
産
が
不
可
欠
と
な
る
。

生
産
原
価
に
見
合
っ
た
価

格
形
成
の
仕
組
み
を
構
築
す

る
こ
と
も
重
要
と
な
る
。

◎
広
く
意
見
・
要
望
を
募
集

同
省
で
は
、
同
審
議
会
畜

産
部
会
に
お
い
て
議
論
を
進

め
て
い
く
上
で
、
広
く
国
民

か
ら
の
意
見
・
要
望
を
募
集

し
て
い
る
。

今
後
の
酪
農
・
畜
産
業
発

な
ま

展
の
た
め
に
、
現
場
の
生
の

声
が
必
要
と
な
る
。
締
め
切

り
は
１２
月
３１
日
。
詳
細
は
同

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
。

農
水
省
は
８
月
３０
日
、
２３

年
の
新
規
就
農
者
数
が
４
万

３
４
６
０
人
と
、
２
年
連
続

で
過
去
最
少
と
な
っ
た
こ
と

を
発
表
し
た
。

２３
年
（
２３
年
２
月
１
日
〜

２４
年
１
月
３１
日
）
の
新
規
就

農
者
は
前
年
よ
り
５
・
２
％

減
少
し
、
こ
の
う
ち
４９
歳
以

下
は
１
万
５
８
９
０
人
で
、

同
５
・
８
％
減
少
と
な
っ
た

（
表
）
。

内
訳
を
見
る
と
、
実
家
の

農
業
に
携
わ
る
「
新
規
自
営

農
業
就
農
者
」
が
同
３
・
４

％
減
の
３
万
３
３
０
人
。
そ

の
う
ち
４９
歳
以
下
は
２１
・
１

％
に
と
ど
ま
る
。
企
業
の
定

年
延
長
や
再
雇
用
な
ど
で
、

定
年
後
に
実
家
に
帰
農
す
る

人
が
減
っ
た
こ
と
が
要
因
と

み
ら
れ
る
。

農
業
法
人
へ
の
就
職
な
ど

の
「
新
規
雇
用
就
農
者
」
は

同
１２
・
１
％
減
の
９
３
０
０

人
と
、
４
年
振
り
に
１
万
人

を
割
っ
た
。
他
産
業
で
も
人

手
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
中
で
、
求
人
競
争
が
激
化

し
、
農
業
を
選
ぶ
人
が
減
っ

て
き
た
と
み
ら
れ
る
。ま
た
、

資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
で
雇

用
を
控
え
る
経
営
が
増
え
た

こ
と
も
要
因
と
し
て
挙
げ
ら

れ
る
。

自
分
で
起
業
す
る
な
ど
の

「
新
規
参
入
者
」
は
同
１
・

０
％
減
の
３
８
３
０
人
。
部

門
別
に
み
る
と
、
露
地
野
菜

が
１
３
０
０
人
と
最
も
多

く
、
次
い
で
果
樹
が
８
２
０

人
、
施
設
野
菜
が
６
２
０
人

と
な
っ
て
い
る
。

新
規
就
農
者
の
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
に
は
、
農
業

が
魅
力
あ
る
職
業
と
な
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、「
ま
じ
め
に
働
け
ば

農
業
は
儲
か
る
」
体
制
を
構

築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
農
業
の

魅
力
は
他
に
も
た
く
さ
ん
あ

る
が
、
生
活
が
豊
か
に
な
ら

な
い
と
人
は
集
ま
ら
な
い
。

農
水
省
は
８
月
１５
日
現
在

の
２４
年
産
水
稲
の
作
柄
概
況

を
発
表
し
た
。

青
森
県
が
唯
一「
良
」で
、

そ
の
他
の
東
北
５
県
と
、
北

海
道
、
北
関
東
の
栃
木
県
、

茨
城
県
、
近
畿
の
大
阪
府
、

奈
良
県
、
四
国
の
徳
島
県
の

計
１１
道
府
県
が
「
や
や
良
」

と
な
っ
た
。
「
や
や
不
良
」

は
九
州
の
佐
賀
県
、長
崎
県
、

宮
崎
県
の
３
県
で
、
残
り
の

３１
都
府
県
が
平
年
並
み
と
な

っ
た
（
沖
縄
県
は
、
第
２
期

稲
が
田
植
終
期
に
達
し
て
い

な
い
た
め
除
外
）
。

こ
れ
は
、
５
月
以
降
、
総

じ
て
天
候
に
恵
ま
れ
た
一
方

で
、
田
植
え
後
の
日
照
不
足

な
ど
の
影
響
が
見
込
ま
れ
る

地
域
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

ま
た
、
９
月
２７
日
に
公
表

さ
れ
た
、
８
月
３１
日
現
在
の

水
稲
う
る
ち
玄
米
の
１
等
比

率
は
６３
・
７
％
で
前
年
産
の

６８
・
９
％
よ
り
５
・
２
㌽
下

が
っ
た
。
た
だ
、
登
録
検
査

機
関
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ

る
と
、
９
月
に
つ
い
て
は
１

等
比
率
が
前
年
産
と
比
べ
て

高
く
な
る
と
見
込
ま
れ
る
。

一
方
、
ス
ー
パ
ー
で
の
食

用
米
販
売
数
量
の
推
移
は

（
Ｐ
Ｏ
Ｓ
デ
ー
タ
）
、
８
月

８
日
発
表
の
南
海
ト
ラ
フ
地

震
臨
時
情
報
に
よ
り
、
買
い

だ
め
す
る
動
き
が
広
ま
り
、

８
月
１９
〜
２５
日
の
週
は
前
年

同
期
比
４８
・
６
％
増
と
急
激

な
伸
び
と
な
っ
た
。そ
の
後
、

今
度
は
米
不
足
と
の
情
報
と

と
も
に
、
実
際
に
店
頭
か
ら

米
が
少
な
く
な
り
、
９
月
２３

〜
２９
日
の
週
は
、
同
２３
・
８

％
減
と
、
社
会
現
象
と
な
っ

た
。１０

月
に
入
り
、
米
不
足
は

解
消
さ
れ
て
き
た
が
、
米
の

価
格
は
高
値
で
推
移
し
て
い

る
。
６０
㎏
で
２
万
５
０
０
０

円
の
取
り
引
き
も
あ
る
と
い

う
。

米
の
価
格
高
騰
で
大
騒
ぎ

に
な
っ
て
い
る
が
、
米
の
生

産
原
価
や
、
米
作
り
の
苦
労

を
考
慮
す
れ
ば
、
決
し
て
高

い
価
格
で
は
な
い
は
ず
だ
。

滋
賀
県
東
近
江
市
の
八
日

市
開
拓
は
、
琵
琶
湖
の
南
東

に
位
置
し
、湖
と
の
間
に
は
、

戦
国
武
将
、
織
田
信
長
が
建

て
た
安
土
城
跡
が
あ
る
。

同
開
拓
地
は
、
旧
陸
軍
飛

行
場
跡
地
で
、
標
高
１
３
０

ｍ
ほ
ど
の
比
較
的
平
坦
な
土

地
で
あ
る
。
し
か
し
、
滑
走

路
付
近
に
は
空
襲
に
よ
り
壊

れ
た
武
器
庫
や
、
練
習
機
の

残
骸
な
ど
が
散
乱
し
、
荒
地

と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
地
域
は
石
が
多
く
、

開
墾
と
い
う
よ
り
石
出
し
作

業
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
、
こ

の
地
の
こ
と
を「
地
球
の
骨
」

と
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
握
っ
た
鍬

の
柄
は
赤
く
血

に
染
ま
っ
た
。

４６
年
冬
に
４６

名
が
入
植
し
、

そ
の
ほ
と
ん
ど

が
、
旧
兵
舎
で

の
生
活
と
な
っ

た
。
そ
の
年
は

異
常
な
ま
で
に

降
雪
が
多
く
、

開
墾
の
出
鼻
を

大
雪
に
く
じ
か

れ
た
。

初
年
度
に
主
に
栽
培
し
た

の
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
カ
ン
シ

ョ
だ
っ
た
が
、
収
穫
し
た
イ

モ
は
あ
ま
り
に
小
さ
か
っ

た
。
４８
年
頃
よ
り
徐
々
に
桃

な
ど
の
果
樹
を
植
え
て
い
く

と
、
２
年
後
に
は
実
を
つ
け

る
よ
う
に
な
っ
た
。

５０
年
に
揚
水
機（
ポ
ン
プ
）

施
設
が
補
助
事
業
で
完
成

し
、
畑
地
の
水
田
化
が
行
わ

れ
た
。
自
分
た
ち
の
手
で
収

穫
し
た
香
り
高
い
新
米
は
、

格
別
の
も
の
で
あ
っ
た
。

桃
な
ど
も
、
八
日
市
開
拓

農
協
の
ラ
ベ
ル
が
付
い
た
ケ

ー
ス
で
出
荷
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
開
拓
事
業
が
軌
道

に
乗
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

５３
年
に
は
役
牛
が
耕
運
機

に
変
わ
り
、
酪
農
家
が
急
増

し
て
き
た
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
経
済
の

発
展
に
伴
い
、
八
日
市
市
は

市
発
展
の
た
め
、
工
場
誘
致

が
強
く
推
進
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
同
開
拓

地
や
近
く
の
長
谷
野
開
拓
地

な
ど
も
工
場
団
地
化
さ
れ

た
。
行
政
と
粘
り
強
く
交
渉

し
た
が
、
手
塩
に
か
け
た
開

拓
地
の
多
く
が
、
工
場
や
住

宅
に
変
貌
し
た
。

７９
年
、
初
代
入
植
者
ら
に

よ
り
、
地
元
の
会
館
敷
地
内

に
、
同
地
の
発
展
を
願
っ
て

開
拓
碑
が
建
て
ら
れ
た
。

現
在
の
同
地
は
、
名
神
高

速
道
路
が
走
る
、
工
場
地
帯

と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
工
場
と
住
宅
の

間
に
あ
る
手
入
れ
が
行
き
届

い
た
田
ん
ぼ
に
は
、
収
穫
間

近
の
稲
が
黄
金
色
に
輝
い
て

い
た
。
し
っ
か
り
と「
拓
魂
」

は
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

１１
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

開
拓
組
織
の
主
な
行
事
は
次

の
と
お
り
。

１１
月

１
日

全
開
連
東
日
本
地
区

開
拓
牛
枝
肉
共
進
会

（
東
京
食
肉
市
場
）

５
日

九
州
開
拓
組
織
連
絡

協
議
会
研
修
会（
熊
本
）

１５
日

開
拓
な
が
さ
き
畜
産

共
進
会
（
熊
本
）

１９
〜
２１
日

全
国
開
拓
青
年

・
女
性
研
修
会（
島
根
）

１９
日

全
国
開
拓
振
興
協
会

講
演
会
（
島
根
）

１９
日

全
開
連
九
州
ブ
ロ
ッ

ク
参
事
会
議
（
福
岡
）

２５
日

福
岡
県
畜
産
事
協
枝

肉
共
進
会
（
福
岡
）

２９
日

宮
崎
乳
肥
農
協
通
常

総
会

表 20年に策定した30年度までの
目標値

目標値 ２３年時点 差

生乳生産量 ７８０万ｔ ７３２万ｔ ４８万ｔ

牛肉 ４０万ｔ ３５万ｔ ５万ｔ

新規就農者数の推移（就農形態別）
単位 :人

就農形態別

４９歳以下
２‚５２０

２‚４７０

２‚７１０

２‚３６０

２‚２７０

２‚５８０

２‚６９０

２‚６５０

２‚５９０
（農水省資料より）

新規
参入者

３‚５７０

３‚４４０

３‚６４０

３‚２４０

３‚２００

３‚５８０

３‚８３０

３‚８７０

３‚８３０

４９歳以下
７‚９８０

８‚１７０

７‚９６０

７‚０６０

７‚０９０

７‚３６０

８‚５４０

７‚７１０

６‚８８０

新規雇用
就農者

１０‚４３０

１０‚６８０

１０‚５２０

９‚８２０

９‚９４０

１０‚０５０

１１‚５７０

１０‚５７０

９‚３００

４９歳以下
１２‚５３０

１１‚４１０

１０‚０９０

９‚８７０

９‚１８０

８‚４４０

７‚１９０

６‚５００

６‚４２０

新規
自営農業
就農者
５１‚０２０

４６‚０４０

４１‚５２０

４２‚７５０

４２‚７４０

４０‚１００

３６‚８９０

３１‚４００

３０‚３３０

４９歳以下
２３‚０３０

２２‚０５０

２０‚７６０

１９‚２９０

１８‚５４０

１８‚３８０

１８‚４２０

１６‚８７０

１５‚８９０

計

６５‚０３０

６０‚１５０

５５‚６７０

５５‚８１０

５５‚８７０

５３‚７４０

５２‚２９０

４５‚８４０

４３‚４６０

区分

２０１４年

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

水
稲「
や
や
不
良
」は
３
県
の
み

本
紙
は
無
償
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪
農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
のののののののののののののののののののののののののののののののの
未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未
来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来
のののののののののののののののののののののののののののののののの
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
にににににににににににににににににににににににににににににににに

酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪酪
農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜畜
産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
のののののののののののののののののののののののののののののののの
未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未
来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来
のののののののののののののののののののののののののののののののの
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
にににににににににににににににににににににににににににににににに

米
価
格
上
昇
も
生
産
原
価
を
思
え
ば

酪
肉
近

現
場
の
意
見
・
要
望
を
募
集

新
規
就
農
者
減
少
止
ま
ら
ず

都市化の波にも「拓魂」は残る
滋賀県東近江市・八日市開拓

農
業
を
魅
力
あ
る
職
業
に
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兵
庫
県
三
田
市
の
旭
開
拓

が
１０
月
６
日
、
５
年
振
り
と

な
る
入
植
記
念
の
会
を
開
催

し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
断
し

て
い
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
祖

先
に
感
謝
の
気
持
ち
を
送
る

神
事
と
し
て
、
毎
年
１０
月
６

日
の
入
植
記
念
日
に
行
っ
て

き
た
。

会
場
と
な
っ
た
旭
開
拓
公

民
館
は
、
１
９
７
０
年
の
入

植
２５
周
年
に
建
て
ら
れ
、
同

年
に
記
念
碑
と
、
旭
神
社
も

建
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
５０
周

年
記
念
碑
も
並
ん
で
建
っ
て

い
る
。

同
開
拓
は
、
グ
ラ
イ
ダ
ー

の
滑
空
場
が
払
下
げ
と
な

り
、
軍
需
工
場
に
配
属
さ
れ

て
い
た
隊
員
を
中
心
に
開
墾

さ
れ
、
後
に
満
州
開
拓
な
ど

か
ら
の
引
揚
者
が
加
わ
り
、

３０
戸
ほ
ど
が
入
植
し
た
。

標
高
１
９
０
ｍ
ほ
ど
の
丘

陵
地
だ
が
、
現
在
は
大
阪
や

神
戸
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し

て
、
住
宅
や
多
く
の
工
場
が

建
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
黄

金
色
の
田
ん
ぼ
が
広
が
り
、

酪
農
や
肉
牛
肥
育
も
行
わ
れ

て
お
り
、
現
在
も
１５
戸
以
上

が
農
業
経
営
に
携
わ
っ
て
い

る
。懇

親
会
で
は
、
旭
開
拓
農

業
協
同
組
合
の
源
一
夫
代
表

理
事
組
合
長
の
挨
拶
の
後
、

同
長
田
俊
明
理
事
が
「
一
世

が
い
な
く
な
り
、
入
植
当
時

の
苦
労
を
伝
え
る
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
き
た
」
と
し
、

開
拓
碑
の
碑
文
や
史
料
を
基

に
、
同
組
合
の
厳
し
く
も
前

向
き
だ
っ
た
歴
史
を
あ
ら
た

め
て
回
顧
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
後
継

者
が
少
な
い
が
、
一
世
か
ら

続
く
こ
の
旭
開
拓
の
地
は
こ

れ
か
ら
も
残
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
想
い

が
強
く
感
じ
ら
れ
た
。

来
年
、
旭
開
拓
は
入
植
８０

周
年
を
迎
え
る
。

野
生
鳥
獣
は
時
と
し
て
、

疾
病
を
媒
介
す
る
な
ど
、
様

々
な
悪
影
響
を
も
た
ら
す
。

中
で
も
イ
ノ
シ
シ
は
、
豚
熱

の
感
染
拡
大
に
影
響
す
る
厄

介
な
動
物
で
あ
る
。

「
第
６５
回
全
国
家
畜
保
健

衛
生
業
績
発
表
会
」
で
、
農

研
機
構
畜
産
研
究
部
門
の
平

田
滋
樹
氏
が
、「
野
生
イ
ノ
シ

シ
と
豚
熱
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
特
別
講
演
を
行
っ
た
。

【
他
業
種
と
の
連
携
を
第

一
に
】

講
演
の
冒
頭
、
同
氏
は
、

養
豚
場
が
無
い
地
域
の
耕
種

農
家
か
ら
は
、
「
何
故
養
豚

場
が
無
い
の
に
ワ
ク
チ
ン
の

散
布
な
ど
す
る
の
か
。
病
気

に
な
っ
て
居
な
く
な
っ
て
く

れ
た
方
が
耕
種
は
楽
な
の

に
」
と
い
っ
た
意
見
も
出
て

お
り
、
他
業
種
の
農
家
に
理

解
を
得
る
こ
と
が
最
重
要
の

課
題
で
あ
る
と
指
摘
。

農
地
や
市
街
地
に
や
っ
て

く
る
イ
ノ
シ
シ
へ
の
対
策

と
、
豚
熱
で
の
防
疫
対
策
は

矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
丁
寧
に
説
明
し
、
協
力

を
求
め
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
だ
と
説
明
し
た
。

野
生
イ
ノ
シ
シ
が
豚
熱
の

感
染
源
と
な
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
後
、
イ
ノ
シ
シ

の
死
体
処
理
な
ど
に
つ
い

て
、
農
水
省
と
環
境
省
は
、

２２
年
３
月
３１
日
、
そ
れ
ぞ
れ

関
係
す
る
５
局
長
の
連
名

で
、
極
め
て
異
例
の
い
わ
ゆ

る
「
５
局
長
連
名
通
知
」
を

発
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

イ
ノ
シ
シ
の
死
体
処
理
が
よ

り
適
切
で
効
果
的
に
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
地

域
や
組
織
の
垣
根
を
超
え
た

連
携
を
取
っ
た
対
策
に
繋
が

っ
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
で

は
、
①
捕
獲
強
化
に
よ
る
イ

ノ
シ
シ
個
体
の
減
少
②
豚
熱

経
口
ワ
ク
チ
ン
の
散
布
に
よ

る
イ
ノ
シ
シ
へ
の
抗
体
付
与

と
、
効
果
の
調
査
③
サ
ー
ベ

イ
ラ
ン
ス
（
注
意
深
く
監
視

す
る
、
と
い
う
意
味
）
の
徹

底
な
ど
の
対
策
を
、
バ
ラ
ン

ス
よ
く
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
訴
え
た
。

【
「
ナ
ッ
ジ
手
法
」
で
消

費
者
も
防
疫
対
策
】

山
間
部
に
あ
る
寺
社
仏
閣

に
も
現
在
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

に
よ
り
海
外
か
ら
の
訪
問
客

が
多
数
訪
れ
て
い
る
。
海
外

渡
航
客
を
含
め
、
他
地
域
と

の
疾
病
持
ち
込
み
と
持
ち
出

し
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
参

拝
客
や
登
山
客
の
防
疫
も
欠

か
せ
な
い
こ
と
を
訴
え
た
。

そ
こ
で
取
り
入
れ
ら
れ
た

の
が
、
「
ナ
ッ
ジ
手
法
（
人

々
の
選
択
を
少
し
だ
け
誘
導

す
る
こ
と
で
、
望
ま
し
い
行

動
や
結
果
に
導
く
方
法
の
こ

と
）
」
だ
。
コ
ン
ビ
ニ
の
足

跡
シ
ー
ル
に
自
然
に
人
が
並

ぶ
心
理
な
ど
が
代
表
的
だ
。

講
演
中
、
実
際
に
ナ
ッ
ジ

手
法
の
看
板
と
足
跡
マ
ー
ク

な
ど
を
設
置
し
た
後
と
前

の
、泥
落
と
し
マ
ッ
ト
・
消
毒

マ
ッ
ト
を
踏
み
込
む
参
拝
客

や
登
山
客
の
足
の
動
き
や
人

数
の
変
化
を
動
画
で
紹
介
。

マ
ッ
ト
を
踏
み
込
む
通
行

者
は
７１
・
９
％
と
１０
・
７
㌽

上
昇
、
意
識
的
に
泥
を
落
と

し
て
消
毒
液
を
踏
み
込
む
人

は
４２
・
６
％
と
３３
・
０
㌽
上

昇
し
た
。
「
み
ん
な
が
や
り

始
め
る
と
自
然
と
広
が
る
よ

う
だ
」と
同
氏
は
紹
介
し
た
。

【
山
と
農
場
、
そ
れ
ぞ
れ

の
対
策
徹
底
で
連
携
】

養
豚
経
営
者
は
飼
養
豚
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
イ
ノ
シ

シ
の
侵
入
阻
止
を
徹
底
す

る
。
猟
友
会
な
ど
は
山
林
で

の
イ
ノ
シ
シ
へ
の
経
口
ワ
ク

チ
ン
の
散
布
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
で
必
要
な
対
策
を

徹
底
し
て
、
地
域
全
体
で
豚

熱
被
害
を
拡
げ
な
い
こ
と
を

意
識
す
る
。情
報
共
有
を
し
、

地
域
で
連
携
し
て
衛
生
管
理

に
取
り
組
む
重
要
性
を
同
氏

は
強
調
し
た
。

イ
ノ
シ
シ
の
行
動
特
性
に

合
わ
せ
た
さ
ら
に
効
率
的
な

ワ
ク
チ
ン
散
布
の
た
め
の
実

証
を
、
畜
産
振
興
事
業
を
活

用
し
、
同
機
構
が
他
機
関
と

連
携
し
て
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
各
所
の
連
携
し
た
対
策

が
重
要
で
あ
る
と
訴
え
か
け

た
。

タ
キ
イ
種
苗
㈱
は
８
月
２２

日
、
２４
年
度
の
「
野
菜
と
家

庭
菜
園
に
関
す
る
調
査
」
の

結
果
を
公
表
し
た
。
全
国
の

２０
〜
６９
歳
の
男
女
６
０
０
人

か
ら
回
答
を
得
た
。

◆
野
菜
不
足
、
「
価
格
高

い
か
ら
」

「
野
菜
を
十
分
に
食
べ
て

い
る
」
は
１２
・
８
％
に
と
ど

ま
っ
た
。
「
野
菜
を
十
分
に

食
べ
て
い
な
い
」
理
由
は
、

「
量
を
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ

な
い
」
が
３５
・
９
％
で
最
も

高
く
、
次
い
で
「
値
段
が
高

い
」
が
３０
・
８
％
、
「
日
ご

ろ
の
食
事
で
野
菜
料
理
を
食

べ
る
機
会
が
少
な
い
」
が
２３

・
６
％
だ
っ
た
。

「
野
菜
の
値
上
が
り
対
策
」

は
、「
価
格
上
昇
の
影
響
が
少

な
い
野
菜
を
買
う
」
が
４６
・

５
％
、
「
必
要
な

だ
け
購
入
し
使
い

き
る
」
が
４１
・
３

％
、
「
複
数
の
店

舗
で
値
段
の
比
較

を
し
て
か
ら
購
入

す
る
」
が
２１
・
２

％
の
順
で
高
い
。

◆
ト
マ
ト
が
１
位

２４
年
の
「
好
き
な
野
菜
」

は
、
ト
マ
ト
が
７１
・
８
％
で

最
も
高
く
、
次
い
で
ジ
ャ
ガ

イ
モ
が
６９
・
０
％
、
去
年
１

位
だ
っ
た
タ
マ
ネ
ギ
が
６８
・

７
％
だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

健
康
や
免
疫
へ
の
意
識
が
高

ま
り
、
低
カ
ロ
リ
ー
で
栄
養

価
が
高
い
ト
マ
ト
の
需
要
に

つ
な
が
り
再
び
の
１
位
と
な

っ
た
よ
う
だ
。

◆
機
能
性
野
菜
の
摂
取
意

向
高
い

今
回
の
調
査
で
は
、
品
種

改
良
な
ど
に
よ
り
通
常
品
種

よ
り
も
栄
養
成
分
を
多
く
含

む
「
機
能
性
野
菜
（
例
：
リ

コ
ピ
ン
を
多
く
含
む
ト
マ

ト
）」に
つ
い
て
も
聞
い
た
。

「
機
能
性
野
菜
の
摂
取
意

向
」
は
、「
積
極
的
に
」「
で

き
れ
ば
」を
合
わ
せ
た「
摂
取

し
た
い
」が
８５
・
４
％
に
の
ぼ

っ
た
。「
摂
取
し
て
み
た
い
野

菜
の
機
能
」は
図
の
と
お
り
。

「
疲
労
感
を
軽
減
す
る
機
能
」

が
最
も
高
い
。
機
能
性
食
品

が
注
目
さ
れ
る
中
、
野
菜
に

も
新
し
い
機
能
を
求
め
る
人

が
多
い
こ
と
が
伺
え
る
。

農
水
省
は
９
月
２７
日
、
２３

年
度
の
「
野
生
鳥
獣
資
源
利

用
実
態
調
査
結
果
」
を
公
表

し
た
。
野
生
鳥
獣
の
ジ
ビ
エ

利
用
は
大
き
く
増
加
し
て
い

る
。野

生
鳥
獣
の
ジ
ビ
エ
利
用

量
は
図
の
と
お
り
。
前
年
と

比
べ
、
シ
カ
が
３５
・
９
％
増
、

イ
ノ
シ
シ
が
１５
・
６
％
増
と
、

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
。
ジ
ビ

エ
利
用
量
の
増
加
理
由
と
し

て
、同
省
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
落

ち
込
ん
で
い
た
需
要
が
回
復

し
、
外
食
産
業
で
の
食
肉
販

売
が
増
え
た
こ
と
、
解
体
数

が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
が
影

響
し
た
と
分
析
し
て
い
る
。

好
き
な
野
菜
１
位
に
再
び
ト
マ
ト

一一
世世
かか
らら
のの
開開
拓拓
地地
をを
後後
世世
にに

一一
世世
かか
らら
のの
開開
拓拓
地地
をを
後後
世世
にに

機
能
性
野
菜
に
も
高
い
関
心

兵
庫
県

三
田
市

旭
開
拓
入
植
記
念
の
会

ジ
ビ
エ
利
用
量
３
割
増

食
肉
と
し
て
の
需
要
増
加

地
域
横
断
で
イ
ノ
シ
シ
対
策
を

寺
社
仏
閣
か
ら
猟
友
会
ま
で
皆
で
協
力

写真提供：農研機構

消
毒
コ
ー
ナ
ー
の
存
在
を

示
す
看
板
と
ポ
ッ
プ

泥
落
と
し
マ
ッ
ト
と
消
毒
マ
ッ
ト
に

提
示
し
た
「
足
跡
マ
ー
ク
」
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縁結びの神様として有名な出雲大社
から南西へ車を走らせること約１時
間、沿道にカラフルなのぼりを発見。
今回お邪魔した、桃太郎農園である。
同農園は、島根県大田市の標高４２０ｍ
ほどの三瓶開拓に位置する。４６年に初
代の田中久道さんが入植。水が無くて
も栽培できるウメに始まり、５５年にモ
モの栽培を開始。ブドウは７４年に初収
穫し、その後２０２０年にモモの栽培を終
了。現在はブドウ一筋で経営を行う。
同農園は、全日本開拓者連盟の青年
部長を務める甲斐健二さん（５１歳）と
妻の真里奈さん（４６）が、お子さんの
た い が け い と

大河さん（１８）と渓斗さん（１７）、父・
まこと た か え

眞さん（７４）と母・孝恵さん（７０）と
共に家族で管理を行っている。

し ん く

約４５ａの園地では、神紅、シャイン
マスカット、ナガノパープルなど全１２
品種を栽培。９割ほどは直売所で販売
し、残りはネット販売などに回してい
る。神紅については、東京周辺の小売
店と直接の取引を開始したところだ。
栽培管理について、最も注意してい
るのが病虫害で、発生を確認次第、ネ

ットを掛けて農薬を撒くなど、基本的
なことを徹底しているそうだ。話題に
なった果樹カメムシについても、ほか
の病気の対策を行っていたおかげで大
きな被害は出なかったという。作業用
の機械が老朽化しているが、更新をガ
マンして、今あるもので何とか収益を
あげられるように努力している。
農薬の使用は必要最低限に留めてい
るため、農薬アレルギーの方でも買い
に来てくれる。獣害が発生した際は、
少しでもブドウに触れた形跡がある場
合は出荷しないことに決めている。

む

また、ブドウの皮を剥いたときに果
肉部分に色素が残ることがあるが、こ
れは栄養がある部分で美味しさの証し

とのこと。こうしたこだわりのブドウ
づくりに取り組んでいる。
今後の目標は、島根県独自の品種で
ある神紅をもっと普及させることだ。
神紅とは、皮ごと食べられる赤系の品
種で、ベニバラードとシャインマスカ
ットを掛け合わせた新品種。糖度や着
色の具合など、非常に厳しい基準が設
定されている。ブドウの着色の難しさ
は青系〈黒系〈赤系の順とされており、
赤系である神紅は最も難しいそうだ。

そんな神紅の知名度を上げるため
に、健二さんはＳＮＳを活用した宣伝
や販売を行っている。その効果は大き
く、九州・中国・関西地方のほか、遠
方から直売所を訪れる客もいる。ブド
ウの味を気に入って、何度も訪れるリ
ピーターも多いそうだ。最後に、「美
味しいと感じてもらい、直売所まで再
び買い求めに来てくれるようなブドウ
を今後も作り続けていきたい」と健二
さんは語ってくれた。

飼料用水稲は、国産飼料の供給とと
もに水田の有効活用に繋がっている。
しかし、水稲に関する科学的な研究は

か ん が い

限定的で、特に灌漑水と土壌に覆われ
た器官である根系の特徴は不明だっ
た。
三重大学の研究グループは、飼料用
水稲が通常品種の２倍以上の根系を発
達させ、そこに多量のデンプンや窒素
成分を蓄積することを明らかにした。
同グループは、飼料用品種の「たち
すずか」と「たちあやか」、その比較
対象として通常品種を用い、２年間に

わたり栽培試験を実施。これらの品種
を異なる条件（窒素施肥法、移植時期、
栽植密度）で栽培し、出穂後０日、２８
日、５６日、８４～１００日目に根系を採取し
分析を行った。その結果、以下のよう
な発見があった。
① 「たちすずか」と「たちあやか」
は、コシヒカリなどの通常品種と比
較して２倍以上の根系重量だった。
② 両品種の根系は出穂後にデンプン
を蓄積し、最大で乾物重の２０～２５％
に達した。これは通常品種の５倍以
上の値となる。

③ 根系に含まれる窒素量は、通常の
基肥施用量に匹敵する７～８ｇ／㎡
に達した。
④ 異なる栽培条件下でも、これらの
特徴は同様だった。これは、この現
象が遺伝的に発生している可能性を
示している。
⑤ 従来、イネの穂が出穂後の主要な
養分の蓄積場所と考えられてきた
が、根系も重要な養分の蓄積場所と
して機能することが分かった。

巨大根系を構成するセルロースや、
そこに蓄積した多量のデンプンは土壌
微生物の餌となり、窒素成分は翌年に
栽培される水稲の重要な養分となる。
同グループは、飼料用水稲を栽培す
ることで、茎葉部を飼料にできるうえ、
養分が蓄積した巨大根系により堆肥を
施したような効果が発揮されて減肥に
繋がるなど、持続的生産や耕畜連携に
よる循環型農業への貢献が期待できる
としている。

農水省は９月１８日、「２３年産指定野
菜（秋冬野菜等）及び指定野菜に準ず
る野菜の作付面積、収穫量及び出荷量」
を公表した。指定野菜のうち、冬キャ
ベツ、冬レタスの２品目は収穫量が前
年と同等だったが、他の全ての品目で
減少した。
《指定野菜》
① 秋冬野菜
全体の作付面積は８万４３００ha で、前
年産から２３００ha（３％）減少した。収
穫量は９万ｔ（３％）減の２７５万９０００ｔ、
出荷量は６万４０００ｔ（３％）減の２２９万

６０００ｔとなった。
秋冬野菜に指定されている８品目の
収穫量をみると、秋冬ダイコンなどの
６品目が前年産より減少した。最も減
少幅が大きかったのが秋冬サトイモ
で、１万２０００ｔ（９％）減の１２万６６００ｔ
となった。夏場の高温や降雨量が少な
かった影響で、生育が抑制されて小玉
傾向となったためである。

② ホウレンソウ
作付面積は１万８７００ha で、２００ha

（１％）減少した。１０ａ当たり収量は
１１１０㎏で前年産並み。収穫量は２０万
６８００ｔ、出荷量は１７万７１００ｔで、ともに
前年より１％減少した。
《指定野菜に準ずる野菜》
全体の作付面積は１３万９９００ha で、前
年産に比べ３３００ha（２％）減少した。

収穫量は４万６０００ｔ（２％）減の２１５万
４０００ｔ、出荷量は３万３０００ｔ（２％）減
の１８６万２０００ｔだった。
収穫量が増加したのは２７品目中６品
目で、最も大きく増加したのが、ヤマ
ノイモの４％増だった。
収穫量が減った品目をみると、ソラ
マメが１４％減、カボチャが１３％減、と
大きく減少している。ソラマメは、鹿
児島県などで低温や降雪等の影響で低
温障害が発生、カボチャは北海道で高
温や少雨などの影響で肥大が抑制さ
れ、収穫量が減少した。

こだわりのブドウ生産
島根県大田市 桃太郎農園

上：渓斗さん、健二さん、真里奈さん 右下：「神紅」の収穫

飼料用稲の巨大根系が多量に養分蓄積飼料用稲の巨大根系が多量に養分蓄積
減肥と土壌肥沃度維持に貢献減肥と土壌肥沃度維持に貢献

三重大学の資料から

天候不順などで全体的に収穫量減少
２３年産指定野菜（秋冬野菜等）
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し し か ん

牛の蹄病に、「趾皮膚炎」「趾間皮
膚炎」という、ヒゲイボやイチゴ状の
病変をつくる病気がある。蹄葉炎とは

と う

別の病気で、病変部位は非常に強い疼
つ う

痛が出るため、重度の跛行や乳量の低
下など、生産性に大きな悪影響を与え
る。

ら ん

抗生剤の濫用などの問題や、代替治
療に使われていた薬剤が入手困難とな
り、新たな治療法が求められている。
ＮＯＳＡＩ北海道道央統括センター宗
谷支所は、人間のイボ治療薬に使われ
ている「サリチル酸」とワセリンを混
ぜて患部に塗ることで、趾皮膚炎・趾
間皮膚炎（以下、同病）を治療できる

ことを実証した。
◇方法
同病と診断された２２症例２６肢を供

試。患部を洗浄した後、サリ
チル酸と白色ワセリンを５０％
ずつ混ぜた製剤（以下、サリ
チル酸ワセリン）を塗り、１
週間単位で包帯を交換した。
サリチル酸ワセリンの作り
方は、ワセリンを湯煎して溶
かし３０分程度放置し、容量２
ℓ程度の容器（タッパー推奨）
に入れたサリチル酸の粉末に
これを複数回に分けて投入し
て混ぜれば作ることができ

る。
治癒の判定は、包帯を取った後に病
変部をすべて除去でき、奥に皮膚組織
が出来ている状態を治癒とした。
◇結果
サリチル酸ワセリンを塗布して包帯
を巻いた２６肢すべてで１００％治癒した。

治療回数は平均２．４±０．６回だった。ワ
セリンとの混合により、サリチル酸の
元の粉末の状態よりも使用しやすくな
ったという。
サリチル酸ワセリンの塗布は、同病
の治療に有効とみられた。今後、最適
濃度について検討を続ける予定だ。

前月号（７９７号）で紹介した（独）家
畜改良センターの奥村寿章氏の講演
「豚肉の食味研究の現状とその利用（肉
色としまり、脂肪交雑、脂肪質）」で
は、筋肉内脂肪（以下、粗脂肪含量）
が６～８％の豚肉が消費者に好まれる
傾向が発表された。豚肉の粗脂肪含量
の割合が高まる「アミノ酸比率法」も
解説があったため、紹介する。
◇アミノ酸比率法とは
豚肉の食味性が向上する霜降り豚肉
の生産技術として、「低タンパク法」
「低リジン法」「アミノ酸比率法」が
ある。低タンパク法と低リジン法は、

発育遅延や肉量低下があるため、あま
り実用的ではなく、アミノ酸比率法の
有用性が紹介された。
「アミノ酸比率法」は、飼料に含まれ
るリジン（必須アミノ酸の１つ）を適度
（または低め）且つ高タンパク質に調
整したものを肥育期の豚に給与するこ
とで、発育や枝肉形質に悪影響を及ぼ
すことなく、食味に優れた豚肉を生産
することができる。飼料成分の工夫に
より、粗脂肪含量が増加する仕組みだ。
◇市販の配合飼料でも効果あり
アミノ酸比率法で飼養した豚肉は、
脂肪交雑が向上した（写真、図）。市

販の配合飼料でも、アミ
ノ酸比率法は効果がある
という。なお、リジン／
粗タンパク質比が０．０３程
度で、アミノ酸比率法は
効果が発揮されるとのこ
とだ。
同センターによると佐
賀県の大規模養豚場での
試験でも、アミノ酸比率
法を用いるとロース粗脂
肪含量が高くなったと紹
介している。
消費者の嗜好性が高い
豚肉を飼養する１つの方
法として、アミノ酸比率
法を参考にしたい。

様々な資材費の高騰
が生産者を苦しめてい
る。電気代削減の技術
として、栃木県畜産酪
農研究センターは、同
センター内の養豚排水処理施設の状況

ば っ き

をモニタリングすることで、曝気時間
の見直しを行い、電気代を削減できる
ことを実証した。
■方法
同センターで導入しているのは、「回
分式排水処理施設（図）」である。曝
気槽内のｐＨやＯＲＰ（酸化還元電
位：測定対象液が酸化状態にあるか、
還元状態にあるかを測る値）のデータ、
平均飼養頭数などを解析し、曝気の削
減が可能な時間帯で行った。

データの大幅なズレや曝気槽の異常
がないことを確認しながら曝気時間を
減らし、合計３時間の削減を実施した。
■結果
実証の結果、曝気槽内のｐＨやＯＲ
Ｐを指標として、曝気時間の適正な削
減を行うことができた。排水処理の工
程に大きな悪影響はみられず、削減で
きた電気代は表のとおり。
他の農場の養豚排水処理施設でも削
減可能な曝気時間が潜在する可能性を
示した。

今後、日本でもアニマルウェルフェ
アの観点から母豚の群飼いが普及する
可能性がある。栃木県畜産酪農研究セ
ンターは、群編成時の闘争を抑制する
方法について、検討を行った。
【先行調査と結果】
妊娠安定期の母豚４頭×４区の１６頭
を供試。試験区①は一斗缶を棒で叩く
「聴覚」と試験区②～④は、②「バニ
ラ：バニラエッセンス（原液）」③「ラ
ベンダー：ラベンダー精油（エタノー
ルと水を添加）」④「ハッカ油（同）」
を、入室時及び闘争開始時に顔周りに
スプレーボトルで噴霧する「嗅覚」と
した。
有効性の比較は、豚同士の相性など
による影響を除いて比べるため、「抑
制効果が認められた回数／抑制刺激を
与えた回数＝刺激の有効率（％）」で
算出した。
その結果、バニラ香の有効率が８３％
と最も効果が高かった。

【反復検証でもバニラ香に効果】
バニラ香の検証に絞り、体格差がな
い血縁の豚２組の計４頭で試験を実
施。次に、全頭血縁関係の３頭に４頭
追加した７頭で反復試験を行った。
結果、１回目で８３％、反復検証で８５％
と、バニラ香が闘争抑制に効果を示し
た。また、勝敗が決まらず闘争が終了
した割合も、バニラ香の平均が９２％と
最も高かった。
バニラ香は群編成時の闘争緩和や負
傷軽減に役立つとみられた。一方、力
の差がある群編成での長期的ないじめ
は防げないため、群編成時には体格な
どに注意が必要となる。

乳牛の趾皮膚炎、趾間皮膚炎対策
サリチル酸ワセリンが効果

第１病日 第７病日 第１４病日

サリチル酸ワセリン塗布による回復の様子
ＮＯＳＡＩ北海道道央統括センター宗谷支所の資料から

霜降り豚肉の生産技術（アミノ酸比率法）豚肉内脂肪含量を向上 （
独
）
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バニラの香りで闘争抑制
養豚 曝気槽運転を見直し電気代削減 母豚へのスプレー噴霧で

適正な管理で水質も維持

闘争中の豚にスプレー噴霧をする様子
栃木県畜産酪農研究センターの資料から

図・表などは栃木県畜産酪農研究センターの資料から

試験の曝気時間総量による１ヵ月の電気代削減率
変更前料金（曝気16時間/日）→31，151円/30日
変更後料金（曝気13時間/日）→25，310円/30日

1ヵ月で18．75%削減
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黒毛和種子牛の増体と価格の関係を
見ると、体重を向上させることで価格
が高まる可能性が高い。しかし、体重
が重くても過肥による低評価で価格が
低下する牛もみられる。
そこで、福井県畜産試験場は、発育
向上や疾病予防の効果が期待される
「甘草」（天然ハーブの一種で、漢方
薬や甘味料に使われる）を給与した場
合の増体効果などについて検証した。
【試験方法】
試験は、県内で生産された和子牛（黒
毛雌）１６頭を生後６～１３日齢で導入し、
カーフハッチで飼養した。試験区分は、
対照区（代用乳、濃厚飼料、粗飼料を
給与）と甘草区（対照区と同様＋甘草
を給与）の二区とし、増体量、飼料摂
取量、健康状態、血液生化学検査、腸
内細菌叢について調査した。
試験期間は導入～離乳の約９０日齢ま
でとし、冬季と夏季各々の時期で比較
するため、試験期間毎に対照区２頭、
甘草区２頭（４頭×４回、計１６頭）を

供試した。
代用乳は朝夕２回定時給与し、粗飼
料はチモシー乾草の飽食とした。甘草
抽出粉末は、２０～４０日齢は１g×２回
／頭／日、７０～９０日齢は２g×２回／
頭／日を代用乳に混ぜて給与した。
【試験結果】
甘草給与開始後、甘草区では対照区
に比べ飼料摂取量が上回り、特に冬季
において高く推移する傾向にあった
（図１）。それに伴い、D.G.（日増体重）
は甘草区が０．７９㎏／日、対照区が０．７５
㎏／日と甘草区が対照区をやや上回
り、体重差は甘草区が対照区に比べて

９０日齢で３．３㎏／頭上回る結果になっ
た（図２）。
期間中、両区ともに下痢や肺炎等の
疾病の発生は見られず、健康状態は良
好だった。血液生化学検査成績におい
ても両区に異常や差はみられなかっ
た。免疫力向上が期待できる Bacter
oides 菌（以下、同菌）群の腸内細菌叢
に占める割合について、２０日齢と９０日
齢を比較したところ、冬季導入の牛で
対照区はほとんど変化しなかったのに
対し、甘草区は３．４倍になった（図３）。
【まとめ】
同菌は、腸管での免疫機能を活性化
させ炎症を抑える機能を持っており、
オリゴ糖などの消化が難しい糖類を資
化（栄養源として利用すること）させ
る。同試験場は、同菌が増加すること
で、免疫力の向上や、代用乳や飼料に

含まれる糖類の利用度が高められたと
分析している。これらから、哺育期に
おける和子牛への甘草給与は、特に冬
季において、育成期へのスムーズな移
行に有効であると結論付けている。
なお、甘草の利用にあたって、留意
事項を挙げている。今回使用した甘草
は粉末状で、代用乳や飲用水に溶けや
すいが、湿気に弱いため、湿気を避け
て保存する必要がある。また、甘味成
分がネズミや昆虫を誘引してしまう可
能性があり、対策が必要だ。
濃厚飼料などに混ぜる場合、甘草抽
出粉末は風などで飛散しやすいため注
意する。代用乳に混ぜて給与する場合
は、予め代用乳粉末と甘草抽出粉末を
よく混ぜてからお湯で溶かすと、確実
に摂取させられるとしている。

２２年１月、EUは薬剤耐性菌対策を
強化するため、輸入する畜水産物に対
し、生産時の抗菌性物質の使用を制限
する規則を制定した。日本をはじめと
した、第三国に同規則が適用されるの
は、２６年９月３日からとなっている。
同規則では、「人の医療に使用が限
定される抗菌剤リストに掲載されてい
る動物用医薬品を使用しておらず、成
長促進目的での抗菌剤の投与を行って

いないこと」が証明された畜水産物の
みが EU への輸入が認められる旨が
規定されている。
日本では、家畜では主に子牛の肺炎
や下痢症の治療薬として承認されてい
る、ホスホマイシン（以下、同剤）と
いう抗菌剤が規制対象となっている。
EU とノルウェー向けに輸出する場
合、同剤を一度でも投与した牛を由来
とする牛肉は輸出することが出来なく

なる。
そのため、出生から
と畜までの間に同剤を
使用していないことを
確認して証明する必要
がある。なお、EUへの
牛肉輸出を行う予定が
ある場合、肥育期間を
考慮すると、最近の出
生牛のうち一部は、出
荷のころには規制対象
に含まれることにな
る。
一部の家畜市場で

は、すでに子牛への同
剤使用履歴が電光掲示
板で公表されていると
ころもある。これに伴
い、家畜市場に子牛を
出荷する際などに、使用履歴がないこ
とを確認したうえで、申告書の作成と
提出を求められる場合がある。
同剤は、現場での利用は限定的で、
代替薬やワクチンも存在しているた

め、影響も限定的と考えられるが、肥
育農家のみならず、酪農家や繁殖農家
も他人事ではないため、注意して対策
したい。

（一社）日本家畜人工授精師協会は、
２４年第２四半期（４～６月期）の「乳
用牛への黒毛和種交配状況について
（速報）」を公表した（下表）。
それによると、黒毛和種の交配割合

は、全国平均で３６．３％と、前期（２４年
１～３月期）の３８．４％から減少した。
なお、性選別精液（乳用雌）の利用割
合（全国平均）は２４．２％で、前期より
１．４％、前年同期より２．５％増加した。

農畜産業振興機構は１０月９日、肉用
牛肥育経営安定交付金（牛マルキン）
の交付金単価（２４年８月分、概算払）
を公表した。
乳用種で標準的販売価格が標準的生
産費を下回ったため、交付が行われる。

肉専用種は４３都道府県で発動した。
交付金単価（１頭当たり）は、乳用
種が４万６９２２．６円（７月は４万２３８９．３
円）となっている。
前月分と比べると、乳用種は販売価
格に大きな値動きはないものの、素畜
費や飼料費が増加したため、交付金は
増額。交雑種は販売価格が大きく上昇
したため発動はなかった。

地域 延べ人工
授精頭数

黒毛和種
授精頭数

黒毛和種の
割合（％）

黒 毛 和 種
交 配 割 合
前期比（％）

黒 毛 和 種
交 配 割 合
前年同期比（％）

北海道 ２１３，２２８ ５４，８３７ ２５．７ ▲１．０ ▲３．３
東 北 ７，２９４ ２，８６７ ３９．３ ▲１．０ ▲３．９
関 東 １４，２０１ ７，１０２ ５０．０ ▲３．２ ▲５．３
東 海 ４，４９８ ２，９２０ ６４．９ ０．６ ▲１．５
北 陸 ８０８ ４６９ ５８．０ ４．２ ▲３．６
近 畿 ３，３９１ ２，１９４ ６４．７ ▲１．３ ▲０．４
中四国 ２，９０１ ２，１７１ ７４．８ ▲１．８ １．１
九 州 ４，３７０ ２，９２２ ６６．９ １．１ ▲２．７
都府県 ３７，４６３ ２０，６４５ ５０．２ ▲３．６ ▲６．６
全 国 ２５０，６９１ ７５，４８２ ３６．３ ▲２．１ ▲４．９

（一社）日本家畜人工授精師協会の資料から作成

甘草給与で増体や免疫力向上に効果
黒毛子牛 哺育期に給与で

ＥＵ向け出荷ホスホマイシン不可ＥＵ向け出荷ホスホマイシン不可
繁殖農家・酪農家にも影響繁殖農家・酪農家にも影響

乳用牛への黒毛和種交配３６．３％に減少
性選別利用割合は増加

農水省の資料から

乳用種のみで発動
牛マルキン８月分
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牛枝肉牛枝肉

豚枝肉豚枝肉

素牛素牛
スモールスモール

共通ポイントサービス「Ponta（ポン
タ）」を運営する㈱ロイヤリティマー
ケティングが、この度会員１０００人を対
象に「肉の価格高騰に関する調査」を
行った。
「肉の価格が高騰していると感じる
か」の問いに「とても感じる」が３９．１％、
「ある程度感じる」が４２．８％で、合わ
せると８１．９％が「感じる」と答えた（図
１）。また、肉の価格高騰を感じてい
る人に「どの種類の肉が最も高騰して
いるか」聞いたところ、「牛肉」が６３．４％
で最も多く、次いで「豚肉」が２６．９％
となった（図２）。

また、「肉の高騰が食費に影響して
いるか」聞いたところ、「とても影響
している」「ある程度影響している」
合わせて７４．０％が「影響している」と
回答している。肉の購入量を減らした
か聞いたところ、「減らしていない」
が５２．０％と、過半数を占めた。
一方、「価格高騰が続く場合の対応」
については、「肉の購入量を減らす」
が３５．９％、「外食を控える」が３３．７％と
なったが、反対に「特に対応はしない」
と、これまでどおり変わらず購入をす
ると答えた人が３１．７％にのぼった（図
３）。

行楽シーズンで
各品種とも強も
ちあいの推移か

ようやく暑さが和らいできて、秋の
行楽シーズンとなってきた。アウトド
アや鍋の需要が伸びてくることを期待
する。
和牛の急激な相場上昇はなさそうだ
が、乳用・交雑種ともに強もちあいの
推移となりそう。
【乳去勢】９月の東京食肉市場の乳
牛去勢Ｂ２の税込み枝肉平均単価（速
報値）は、１０７８円（前年同月比１４５％）
となり、前月より２１円上がった。
１０月になっても、代替え需要は続き、
Ｂ２で１０００円台のもちあいが続いてい
る。
【Ｆ１去勢】９月の東京食肉市場の交
雑種去勢の税込み枝肉平均単価は、Ｂ
３が１５９０円（同１０９％）、Ｂ２が１４１５円

（同１１３％）だった。前月に比べ、Ｂ３
が２６円、Ｂ２が１８円それぞれ上昇。
１０月になり、出荷頭数は増加傾向に
あるが、Ｂ３で１５００円台後半と、底堅
い相場展開となっている。
【和去勢】９月の東京食肉市場の和
牛去勢の税込み枝肉平均単価はＡ４が
２０６６円（同１００％）、Ａ３が１８９２円（同
１０５％）だった。前月に比べ、Ａ４・Ａ３
ともにゆるやかな上昇となっている。
１０月初旬までは、Ａ４で２１００円台の
動きとなっており、今後も強もちあい
の展開となるか。
【輸入量】農畜産業振興機構は１０月
の輸入量を総量で３万８５００ｔ（同９６％）
と予測。内訳は、冷蔵品１万５４００ｔ（同
９２％）、冷凍品が２万３１００ｔ（同９８％）。
冷凍品は現地相場高の影響で米国産の
減少が見込まれる。
【出荷頭数】１０月の出荷頭数は、和

牛４万３８００頭（同９９％）、交雑種２万
５３００頭（同１１３％）、乳用種２万７８００頭
（同９８％）と、交雑種が前年を上回る
出荷頭数となる見込み。
向こう１ヵ月の東京市場の税込み枝
肉平均単価は、乳去勢Ｂ２が１０００～
１１００円、Ｆ１去勢Ｂ４が１６５０～１７５０円、
同Ｂ３が１５００円台、同Ｂ２が１４００～
１５００円、和牛去勢Ａ４が２０５０～２１５０円、
同Ａ３が１９５０～２０５０円での推移か。

出荷頭数は増加
傾向だが､６００円
台は維持か

９月の東京食肉市場の豚枝肉税込み
平均単価は、上物が６６５円（前年同月比
９６％）、中物は６４３円（同９６％）となっ
た。前月に比べ上物が１００円、中物も９９
円それぞれ下がった。下旬になって５００
円台まで下落した。出荷頭数が徐々に
回復してきており、動きはやや鈍くな
ったよう。
１０月に入り、上物で６００円台に回復し
てきた。輸入物の高騰もあり、国産へ

の引き合いはいまだ
強く、これ以上の下
落は無いと見られ
る。
農水省の肉豚生産
出荷予測によると、
１０月は１４３万頭（前年
同月比１００％）と、前
年並み。猛暑の影響
はもう少し続くとみ
られるが、出荷頭数
は徐々に増加する傾
向にある。
農畜産業振興機構

の需給予測によると、１０月の輸入量は
総量で８万３８００ｔ（同１２０％）と、前年
より増加する見込み。内訳は、冷蔵品
３万６００ｔ（同９１％）、冷凍品５万３２００
ｔ（同１４５％）。冷凍品は、価格優位性
によるブラジル産のほか、米国・ＥＵ
などの輸入量の増加が見込まれる。
向こう１ヵ月の東京食肉市場税込み
平均枝肉単価は、上物が６００～７００円、
中物も５５０～６５０円台で推移か。

スモール価格が
北海道以外でも
下降傾向に

【スモール】９月の全国２４市場の１
頭当たり税込み平均価格（農畜産業振
興機構調べ、月末の取引結果を除く暫
定値）は、乳雄が１万６８８５円（前年同
月比５２％）、Ｆ１（雄雌含む）は８万７５３２
円（同１２０％）と、前月に比べ、乳雄は
４５５９円減、Ｆ１も８８３９円減と、前月に続
いての下降となった。
乳雄・Ｆ１については、上場頭数が９
月と同様の動きとなると見られ、頭数
が過剰となる状況はもうしばらく続き
そう。比較的高かった本州や九州の市
場でも下降してきた。
【乳素牛】９月の乳素牛の全国１頭
当たり税込み平均価格（左表、月末の

取引結果を除く暫定値）は、乳去勢が
１９万４２１１円（同１０１％）、Ｆ１去勢は３０万
５９４６円（同９６％）だった。前月に比べ
乳去勢は１７７４円上がり、Ｆ１去勢は１万
２０９５円下がった。
乳去勢は、頭数の減少傾向がもうし
ばらく続き、強もちあいの展開が予想
される。Ｆ１去勢も頭数減が続き、これ
以上は下がりにくいか。
【和子牛】９月の和子牛去勢の全国
１頭当たり税込み平均価格（同）は、
５５万３１８５円（同１００％）で、前月より１
万２６９２円下がった。
和牛の枝肉相場は軟調が続いている
が、今後は強もちあいが予想される。
しかし、子牛価格の動きは強まらず、
もうしばらくは弱もちあいの展開が続
きそう。

９月の子牛取引状況 （頭、kg、円）

ブロック名 品種
頭数 重量 １頭当たり金額 単価／㎏

当月 前月 当月 前月 当月 前月 当月 前月

北 海 道
乳去 ４８１ ４４５ ３１７ ３１２ １９３，５７８ １９５，１７５ ６１１ ６２６
Ｆ₁去 ２，３７３ ２，１７２ ３４５ ３４８ ２９５，２３８ ３０８，９６９ ８５６ ８８８
和去 ２，２９７ １，４６４ ３３９ ３３７ ５９４，３６０ ６０５，６５６ １，７５３ １，７９７

東 北
乳去 ２ １ １８４ ２１１ １６，５００ ３５，２００ ９０ １６７
Ｆ₁去 ４ ４ ３７１ ３１６ ２５０，８００ ２３１，０００ ６７７ ７３１
和去 ２，３５９ ２，１９７ ３２２ ３２４ ５５３，７０８ ５６０，８２３ １，７１９ １，７３２

関 東
乳去 ４０ ２１ ２４４ ２９０ ２６５，１２８ ２８３，０６７ １，０８７ ９７６
Ｆ₁去 ７９ １６７ ３４５ ３５９ ３００，９８２ ３３９，９５９ ８７２ ９４７
和去 ７５６ ９１１ ３２８ ３２２ ５８３，３２７ ６０８，１１８ １，７７７ １，８８７

北 陸
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 ６０ １２２ ３２４ ２８４ ５２０，６３０ ４７０，００７ １，６０７ １，６５５

東 海
乳去 － ２ － ２０３ － ６９，８５０ － ３４４
Ｆ₁去 ６５ ６４ ３４１ ３４５ ３４２，９２９ ３３８，５４３ １，００４ ９８０
和去 ４５９ ２１３ ２８４ ２７０ ６１６，３３３ ５９５，９６７ ２，１７３ ２，２１１

近 畿
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 － － － － － － － －
和去 ４３９ １６２ ２７３ ２６６ ９２８，０４２１，０５７，３２４ ３，３９４ ３，９７５

中 四 国
乳去 ３１ ５３ ２６２ ３０４ １１０，６３９ １４１，１３２ ４２２ ４６４
Ｆ₁去 ２５６ ２６７ ３３６ ３３６ ３３０，１３７ ３４２，３１４ ９８３ １，０１８
和去 ７０２ ７８８ ３０８ ３１１ ５２０，８５３ ５２９，２７９ １，６９４ １，７００

九州・沖縄
乳去 － － － － － － － －
Ｆ₁去 ３６０ ３５５ ３３３ ３３０ ３４７，３８９ ３４２，２６１ １，０４４ １，０３７
和去 １０，１８２ ７，５１９ ３０１ ３０２ ５２５，０４８ ５４８，４８６ １，７４２ １，８１７

全 国
乳去 ５５０ ５２２ ３０８ ３１０ １９４，２１１ １９２，４３７ ６３１ ６２１
Ｆ₁去 ３，２３７ ３，０２９ ３４４ ３４５ ３０５，９４６ ３１８，０４１ ８８９ ９２２
和去 １７，２８５ １３，３７７ ３１０ ３１０ ５５３，１８５ ５６５，８７７ １，７８４ １，８２５

注：（独）農畜産業振興機構の公表データを基に本紙集計、当月は暫定値。
価格は消費税込み、重量・金額・単価は加重平均。－は上場がなかったことを示す。
関東ブロックは山梨県、長野県、静岡県を含む。

「肉の高騰続いても買う」が３割超
肉の価格高騰に関する調査
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し

畜産物需給見通し


